
可動式ホーム柵支持部の設計方法は、鉄道事業者および関連メーカー等に委

ねられてきました。今後の可動式ホーム柵のより多くの鉄道事業者への普及を

目的として、効率的な設計に関する知見を共有するため、使用環境を踏まえた

合理的な設計法を提案すると共に、手引きにまとめました。

可動式ホーム柵支持部の例⚫性能照査型設計法を適用（許容応力度法

による考え方も併記）しました。

⚫日常的にプラットホームで想定される

旅客の行為を考慮した設計法としました。

⚫群集推力や風荷重など作用の特性値は、

個別の設置環境に応じて設定できる設計

法としました。

⚫この設計法は、有識者検討会にて審議さ

れました。

⚫ 「可動式ホーム柵支持部の設計に関する

手引き」に設計法を取りまとめると共に、

盛土式ホームとRC一体型ホームを対象

とした設計計算例を作成しました。

構造物技術技術研究部（建築、基礎･土構造）

鉄道事業者における可動式ホーム柵の設置時の設計や、関連メーカーにおける

可動式ホーム柵本体の開発時の検討に使用できます。

可動式ホーム柵支持部の設計法

鉄道事業者および関連する設計コンサルタントにおいて、可動式ホーム柵支持

部の設計に活用されています。

特 徴

用 途

活用例

新設受け桁

鋼管杭

ホーム柵

ゴム支承

基礎部

支持部

可動式
ホーム柵

支持部
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構造物

慣例的に使われていた作用の特性値を、日常的にプラットホームで想定される値
へと見直し、設置環境に応じて設定できるようにしました。

可動式ホーム柵に働く作用（群集推力と風荷重）の特性値の見直し

構造モデルによる応力の試算

0

20

40

60

80

約5割低減

杭
体
曲
げ
応
力
度

（N
/m

m
2
）

■風荷重  ■群集推力 ■地震
想定時 想定時 想定時※

※地震想定時の応力度は作用の組合せ見直しの影響で増加
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可動式ホーム柵支持部の設計に関する手引きおよび設計計算例

盛土ホームを想定した試算では、作用の特性値および作用の組合せを見直すこ
とで、部材に発生する応力が約５割低減することがわかりました。

1.6kN/m2 

首都圏で地表高さが
 5mの場合の例

2.5kN/m
1mにつき成人3人
で同時に壁を押す又
は、苦痛を感じるほ
どの密集状態（14人
/㎡）の推力に相当

①1.0kN/m 
人1人が力一杯押す
推力
②2.3kN （点荷重）
電動車椅子の衝突時
の推力

3.0kN/m2

地域や周辺の遮蔽物によらず、一律に風速
50m/sec時の圧力に相当

1m2

群
集
推
力

見
直
し

密集状態の
イメージ

押す状態の
イメージ

風
荷
重

提案した設計法は、学識経験者、鉄道事業者
等からなる有識者検討会（事務局：国交省、鉄
道総研）に諮り、手引きにまとめました。
更に、盛土式ホームとＲＣ一体型ホームを対
象とした設計計算例を作成しました。
これらを、可動式ホーム柵支持部の設計実務
を行う際の参考資料として、鉄道技術推進セ
ンターより発出しました。

※従来の作用の特性値は、極稀に発生する作用の特性値として必要に応じ選択できるようにしました。
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